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e-dash とは

e-dashは、企業のエネルギーコスト削減・CO2排出量削減への取り組みを
総合的にサポートするサービスプラットフォームです。

CO2排出量の見える化から、削減に向けた取り組み提案や実行まで、一気通貫でご支援。

CO2排出量の 可視化
1

CO2排出量の 報告
2

CO2排出量の 削減
3

データ入力から算出まで
自動でCO2排出量を可視化します

e-dashでそろえたデータはそのまま
開示や報告に使用できます

排出量削減のための具体的な方法を提案
各種施策の実行を支援します
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データ入力から算出まで、自動でScope 1・2のCO2排出量を可視化します

CO2排出量の可視化（Scope 1・2）

お客様は請求書をスキャンしてアップロードするだけ。業務を効率化しながら一元管理を実現。
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 月々の請求書をもとに、e-dashが各拠点の使用量・コスト（明細含む）をデータ化

 ご契約先の小売事業者名とプラン名から、 CO2排出量を自動で算出

 対応する項目：電気、ガス、その他燃料（ガソリン、重油、軽油、灯油、等）（＋水道）

 対象拠点：国内・海外 ※海外拠点は使用量とCO2排出量のみ対応

 管理方法：全社合計、拠点のグルーピングごと、拠点ごと、原単位ごと

 アカウント数：1事業者あたりの上限はないため、本社の管理部署から各拠点の担当者まで利用可能



e-dashでそろえたデータはそのまま開示や報告に使用できます

CO2排出量の報告

e-dashでデータを整備しておくことで、報告時の集計の手間をカット。
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 整備したデータは全てCSVでダウンロード可能

 CO2排出量は環境省・経産省が公表する排出係数・排出原単位を用い、e-dash側で自動算出

 排出係数・排出原単位：すべてe-dash側でマスタデータとして保有し更新なども管理

 省エネ法や温対法の定期報告に加え、自社のCSRレポート等での開示で使用可能

 GHGプロトコルに基づくTCFD、CDPなどの報告でも使用可能

 e-dashから発行する四半期レポートでは、データに基づく分析や他社比較、市場や制度の動向を発信
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ダッシュボード（Scope 1・2・3合計、Scope 1・2内訳、Scope 3内訳、原単位）



使用・コスト（全社合計、グルーピングごと、拠点ごと）
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請求書アップロード
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Scope 1・2（全社合計、グルーピングごと、拠点ごと）
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Scope 1・2（全社合計、グルーピングごと、拠点ごと）
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原単位（拠点ごと）

© 2022 e-dash Co., Ltd.



拠点＞拠点詳細（コスト、単価、最大需要など）
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